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 本委員会の所管事務について、調査内容を下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 所管事務調査事項（テーマ） 

  空き家対策について 

 

２ 調査目的 

   本市において、適切な管理が行われていない空き家等が防災、衛生、景観等の地域住民の生

活環境に深刻な影響を及ぼしていることから、市民の生命、身体及び財産を保護するとともに、

その生活環境の保全を図り、あわせて空き家等の活用を促進するため、空き家等に関する施策

に関し調査する。 

 

３ 調査経過概要 

（１）現状把握 

調査・研究の開始にあたり、空き家バンクについては、地域コミュニティ課が熊本県宅地

建物取引業協会人吉支部と協定を結び連携をとっており、移住定住施策は商工観光課で担当

していることから、２課から説明を受けた。 

まず、空き家対策について、関連法令や本市の関連例規、｢人吉市空き家等対策計画書」及

び当計画に基づき実施されている各種施策について、担当課から説明を受け、現状の把握を

行った。 

現状として、令和２年７月豪雨災害の影響で公費解体によって約 100件程度の空き家を解

体しているが空き家は増加傾向にある、地域住民の生活環境（防災、衛生、景観等）に深刻な

影響を及ぼしている、空き家の数に対して空き家バンクの登録件数が少ない等の課題を把握

した。 

また、移住定住対策について、これまで行ってきた施策や相談件数、支援金の概要等の現

状説明を受け、補助金構築や移住相談、情報発信等の課題を把握した。今後予定している取

組として、地域おこし協力隊制度や PR活動等についての説明も受けた。 

 

（２）先進事例の調査 

ア 岡山県瀬戸内市「空き家対策について」 

    地域情報の提供や地域の空き家情報の整理・提供など、移住を検討する方を支援する住民



団体に｢瀬戸内市ＩＪＵ（移住）コンシェルジュ｣を委嘱し、移住促進や地域活性化に取り組

んでいる。 

関係部署、ＩＪＵコンシェルジュ及び先輩移住者等の各取組を一体的にＰＲしつつ、移住

相談等にワンストップで対応するほか、交流人口や関係人口など多様なニーズに応える取組

を企画運営する｢瀬戸内市移住交流促進協議会｣を設立し、移住・定住促進の面から、空き家

対策の担い手として活動されている。 

ＩＪＵコンシェルジュが行う移住希望者への移住相談や不動産業者が取り扱わない地区

の物件の家財撤去や清掃等といった細やかな対応が特徴的な施策である。 

委員からは、｢地域住民がＩＪＵコンシェルジュとして活動していることが成功に結び付

いた｣、｢不動産業界等の民間とも提携して本市にあった独自のやり方を検討する必要があ

る｣、｢本市においても、空き家バンクと移住定住との連携が必要である｣との所感が出され

た。 

  

  イ 山口県萩市 【空き家対策（はぎポルト－暮らしの案内所－）について】 

    歴史的価値のある明倫学舎内に、萩と関わりたい人と地域を結ぶ拠点として「はぎポル

ト」を設置し、常駐の移住支援員や移住就業コーディネーター等を配置してある。そこを

拠点に空き家バンクの登録、オンラインを活用した関係人口の構築、移住担当課による庁

内の組織を横断した情報の一元化及び発信など、萩市へのＵＪＩターン希望者の総合相談

窓口としての機能が充実している。また、｢お試し暮らし住宅」や若者・子育て世代に移住

支援事業補助金の交付などの取組もされている。 

委員からは、「様々なサポーター（移住支援員、ローカルエディター、移住就業コーディネ

ーター等）の配置、補助制度も充実しており、本市においても補助制度の構築は必要」、「関

連部署をつなげた取組ができるよう専属・専門の課の設置が必須である」との所感が出され

た。 

 

ウ 広島県尾道市 【空き家等の現状と対策について】 

    尾道市の斜面地の古い町並みを守り、また定住促進による地域の活性化を図るため｢尾道

空き家バンク｣の運営をＮＰＯ法人４団体に委託されており、空き家改修支援、家財道具等

処分支援、子育て世帯等中古住宅取得支援等、様々な補助制度を設けて取り組まれている。

また、交通が不便で不動産業者が取り扱わない地区の物件について、移住コンシェルジュ（地

域ボランティア）が残置物撤去、移住相談等をワンストップで行うなど移住希望者に対して

きめ細かな対応をされている。 

委員からは、「歴史的風致を大切にしたＮＰＯ法人等の諸団体との活発な活動連携、全庁

的な取組も充実しており、参考となる事例である」、「それぞれの目的に合った利用しやすい

補助金制度を多く整えてあり、本市においても早急に取り組む必要性がある」、「不動産業界

等の民間とも提携し、本市にあった独自のやり方を、早急に検討する必要がある」との所感

が出された。 

 

（３）公益社団法人熊本県宅地建物取引業協会人吉支部からの情報提供 

市内の空き家の現状や課題について、不動産業の立場から、情報提供いただいた。課題と



しては、空き家バンクへの登録件数が少ない、補助制度がない、空き家所有者への働きかけ

方、認知症等で判断能力がない所有者の増加等があげられた。 

 

（４）提言に向けた協議 

・「空き家対策」「移住・定住の施策」は人口減少問題とも密接で、連携が必要である。 

・ワンストップ窓口で対応できる専門の部署の配置（組織編成・人材育成）は必須である。 

・民間との連携、民間サポーターの組織化を図ることも必要であると思う。 

・補助金制度を構築すべきである。 

【補助金】 瀬戸内市 萩市 尾道市 人吉市 

空き家除却(解体) ○ ○ ○ ○ 

空き家リフォーム ○ ○ ○ × 

残置物撤去、ﾊｳｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ ○ ○ ○ × 

移住・定住支援 ○ ○ ○ × 

子育て世代支援

(中古住宅購入･改修､移住支援等） 
○ ○ ○ × 

 

４ 提言 

  以上のような調査・研究を踏まえ、別紙「空き家対策に関する提言書」を取りまとめた。 

  なお、本提言書は本委員会の総意として議長へ提出する。 

 

５ 厚生委員会活動経過 

  令和５年 ６月１５日 協議会  所管事務調査事項について説明 

       ６月２０日 協議会  所管事務調査事項（テーマ等）について協議・決定 

       ８月１０日 協議会  市から空き家の現状と課題について説明 

       ８月２９日 協議会  市から移住定住施策について説明 

      １１月１４日 行政視察 岡山県瀬戸内市 

      １１月１６日 協議会  行政視察のまとめ 

  令和６年 ３月１２日 委員会  特定空き家除去工事現地視察（市内１件） 

       ６月１９日 協議会  市から｢第２次人吉市空き家等対策計画｣の概要説明 

      １１月１２日 行政視察 山口県萩市 

      １１月１３日 行政視察 広島県尾道市 

      １２月２３日 協議会  報告及び提言についての協議 

令和７年 １月１７日 協議会  報告及び提言についての協議 

１月３１日 協議会  公益社団法人熊本県宅地建物取引業協会人吉支部から 

の情報提供 

        ２月 ８日 意見交換 人吉市議会報告会及び意見交換会 

２月 ９日 意見交換  （厚生委員会テーマ：空き家対策について） 

        ３月 ５日 協議会  報告及び提言についての協議 

        ３月１２日 協議会  報告及び提言についての協議 

 



６ 委員名簿 

  委員長  徳川 禎郁 

副委員長 西 信八郎 

  委員   井上 光浩 

 委員   村上 恵一   

委員   福屋 法晴 

 


